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Abstract (Aim, Use
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Contents)

高強度アルミニウム合金は空気中の湿気と引張応力によって脆性的に破壊すること
が知られており、これは水素脆化が原因です。第一原理計算により、多くの水素が
アルミニウム母相と析出物の界面に集積し、水素が一定量を超えるとその界面が半
自発的に剥離することを明らかにした。これまでに、剥離の存在について間接的な
検証が行われているもの実験的に観察されていない。本課題では、高分解能TEMお
よび3D-TEMを用いて半自発的剥離の実験的な証拠を得ることを目的とする。

実験
Experimental

水素チャージしたアルミニウム合金を引張試験により破壊させた後、その破断面か
らFIBを用いてTEM試料を作製した。
TEMトモグラフィーは、エネルギー120 or 200KeV、傾斜角度±70°、傾斜ステッ
プ2°の条件で行った。

結果と考察
Results and Discussion

図1は破面直下の3D再構成像である。通常、時効析出物粒子η相は円盤状の形態を
呈しているが、破面直下では球状に近い形態のη相が多く観察され、また図1(b)で
示すような損傷している析出物も観察された。これら損傷した析出物は破面直下で
多くみられた。
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図1 (a)破面直下の3D再構成像(b)損傷のある析出物
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